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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この場で、発表の機会をいただけましたことに、感謝いたします。
愛知教育大学国語科非常勤講師の牧恵子です。
タイトルは、大学生の学びの基本「読む技術」を鍛える方法ー「あらましメソッドHybrid」です。
この8年間ほど、大学生の不読率の高さから、「読む」という行為を「暗黙知」から明るみに出して考えてきました。
共有資料の右下のイラストのように、「精読」する前に、鳥の目のように本をつかまえていくメソッドです。
また、
タイトルの“Hybrid”は、「対面型」＋「オンデマンド型ONLINE」＋「同時双方向型ONLINE」の3種の組み合わせを意味しています。

大学3年、4年に至って、専門書が読めるようになるための「読む力養成」の基礎的な方法論です。
読む対象とするジャンルは、文学ではなく、新書、一般書、実用書、論文、専門書、新聞などです。
「本」には、さまざまなジャンルがあり、そのジャンルに応じた「読みの技術」があるものです。
「あらましメソッド」は、目次のついた「情報読書」を読む一つの方法として提案しています。

本実践に関係して、
2013年度から、愛知東邦大学、岡崎女子大学、愛知教育大学で、
1年生を中心に、「初年次教育」「文章表現法」を担当してきました。
今まで、1000人以上の受講生の声に耳を傾けながら、8年間かけて、このメソッドを提案、作成してきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学生が「読む」という活動をすることを、外側からみてみました。

欧米の大学生は、受講以前の「アサイメント」という課題に時間と力を注ぎ、読む力をつけていきます。
日本の初年次教育でも「アサイメント」の一部分を担って教育が行われていますが、
レポートを書くところに比重がかかっていて、読む教育が十分とはいえません。

現代の日本の大学生の不読率をみると、選抜性の高い大学でも45％が不読者という調査結果があります。
また、大学生からこんな声を聞きました。「小中高校の朝読のように、一定の読む時間を作ってほしい」ということです。
そこで、あらましメソッドでは、　「読む」ことの「時間」・「場所」・「学習者の共有」の確保を考えることにしました。
そのためには、対面型だけでは到底、時間が足りず、どうしようかと困っていましたときに、
コロナ禍となりONLINEの方法をとらざる得ませんでした。そこから生まれた「Hybrid 型」です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「あらましメソッド」とは
1.1　大学1年生が「新書」さえ読まないことの意味を考えました。

高校の先生たちは、現在のカリキュラムでは「読解指導」はできても、「読書指導」までいかない。
大学1年生は、小学校から教えてもらってきた「1ページ目から順番に読んでいく通読」しかしらない。
大学2年生以上で、
「読みたいと思っているけれど、受講科目と読むことがつながらない。」「読むことが独りだけの活動になっている。」
「集中して読むことができない。」
と、悩みを抱えていました。
そんなことは、高校までに培っておいて！という大学教員は多いのですが、それでは状況は変わりません。
そこで、「新書を読みながら60分以内で読む力を鍛える方法」を考案したわけです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「あらましメソッド」の定義を3つの点で整理しました。

1　一人1冊、自分の目的と読みのレベルで本を探し、選んで読むこと
2　60分間だけ「情報読書」の本を俯瞰的に読むこと
3　一人で集中して読みながら箇条書きを書く、マップを描く
　　読んでわかったことを、他者と話し聴く活動をする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4つの言語活動フル稼働で読む）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2では、私が実践してきた「対面型」「オンデマンド型ONLINE」「同時双方型ONLINE」の方法と、その問題点をあげます。

2-1は、教室で7年間かけて作ってきた「対面型のあらましメソッド」の内容です。
第1に、選書です。大学附属図書館に学生は集まり、「新書の山に囲まれ、適当にページをめくって新書の味見をする」ことです。
これは「リアル」に重要です。
第2に、学生に「大きなテーマ」をもとに、「あらまし読みのレッスン」です。このあらまし読み60分間を5回ほど、繰り返します。
「あらまし読みシート」というオリジナルシートにある17の課題にそって、共有資料の階段のように読み、書き、話し聴きしていきます。
第1段は、本の表紙やカバー、帯などからメモ
第2段は、題名読み・目次読み
第3段は、序章読み
第4段は、興味読みをマップに
第5段は、思ったこと、わかったこと、気づいたことを文にします。
各段の合間に、読んでメモしたことを紹介する形で、45秒スピーチを入れて、ペアで、話し聴きます。
毎時間、集中して「あーあ、よく読んで、よく喋った！」と感想を漏らす学生が出てきます。

しかし、問題があります。
教室外あらまし読み活動にはならない、「自律的な読みが継続できない」ということです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2.2　2020年コロナ禍で急遽、展開したオンデマンド型ONLINEです。

オンデマンド型であるため、4つの資料をLMSに貼り付け、学習活動を進めました。
①　「ガイド冊子」（24ページ）
②　録画
③　「あらまし読みシート」
④　「あらまし読み」報告のテンプレート

「あらまし読み」の有効性は、8割、9割の学生が気づきました。
集中してできる、面白い、読みのハードルが下がると、対面型と同じような感想が出てきたのです。
しかし、学生間の対話交流がなく、一人だけの読書である「孤読化」に陥りました。
結果として、教室外あらまし読み活動にはならない、
「自律的な読みが継続できない」という課題は残ったままでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2.3　そこで、ZOOMの二人ブレイクアウトを使った　「同時双方向型ONLINE」の活用に至りました。
2020年11月に「図書館総合展ONLINE」という企画がありました。
そこに出展して4回「同時双方向型ONLINE」のワークショップをしました。
参加者は、学生だけでなく、高大の図書館司書、高大の教員が中心でした。
「あらましメソッド」の構成を変えました。

第1部は、「静かな時間」です。準備してきた新書を広げ、「あらまし読みシート」に記入しながら、階段状に読んでいきます。
「読む」と「書く」の同時並行し、1分間独り言を言います。
第2部は、動の時間です。ZOOMのブレイクアウトを使って、
2人の対話交流をします。第1部で練習した「独り言」を
ペアの人に向かって、1分間をいう短い時間で話し、ミラリングやコメントを出してもらいます。
活動後のアンケートで、
「読みながら書く、話す、聞くという活動は、読みを活性化しますか？」という問いに、
96％が活性化すると答えてくれました。

問題点は、学部1年生の場合、ZOOMというシステムに入ることや
「読み」に自信がない学生には、ハードルが高く感じられてしまうところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3、まとめに入ります。

私が今まで、実践してきた3段階「対面型」と「オンデマンド型」と「同時双方向型」を統合したHybridです。

第1に、対面型からのスタートです。
人と本にまみれる時間と空間を共有する
周囲のメンバーが、どのように読みを蓄積しているか、交流する、
最後のレポートやプレゼンテーションでは、どのようにまとめているか、紹介し合うところです。
第2に、オンデマンド型。読み書く活動の大きな流れを方向づけます。
第3に、同時双方向型では、読むことに集中し、記録に残し、他者と交流します。
一度始めてみると、家にいながら、すき間時間にできる、楽しい活動になるようです。

こういったプラットフォームを担うのは、ヒトとシステムです。
授業担当者や学科・学部の先生方だけではなく、図書館も大いにその力を発揮してくれるでしょう。
図書館総合展で出展したワークショップでは、67％の高大図書館がプラットホームになることを希望していました。
授業が終わってからも、定期的な「あらましメソッド双方向型」があれば、先輩たちも加わり、
新たな学びの交流が生まれます。「読み」のリカレント教育にもつながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後のまとめです。
3-2は、3-1の見方を変えて整理した「あらましメソッドHybrid」です。
読む力を育てながら、「時間」と「場所」と「他者との共有」を繰り返します。
そこに、「考える」ことを埋め込んでいけます。
これを支えるのは、「読みの方法の開発」と「アプリのようなシステム」と「学生を育てようとする教員の思い」であります。

教室で授業をしながら、テーマに関する本を3冊でもいいので、ざっと読んでおいてくれたら、
どんなに授業が深まるかと感じていらっしゃる大学の先生は多いことでしょう。
各授業で、あらましメソッドアプリを使って学生に自修するアサイメントの時間を提供することで、
New　Normalな学びが生まれてきます。

以上で、「大学生からの読みの教育あらましメソッドHybrid」の発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました。
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